
中小企業支援策を隅々まで！
～多くの中小企業に「知ってて良かった」と感じてもらうために～

「第５次ちば中小企業元気戦略」の情報発信について

チーバくん

資料３



【研究会】

〇着実な政策推進に必要なのは、強力な支援策と発信力

〇事業再構築の支援などメニューは豊富だが、「知られていないのは、ないのと同じ」

〇LINEなど身近なツールを活用し、事例や支援機関を紹介すると効果的

〇関係機関を通すことにより、企業の理解が深まり、情報ネットワークの構築にも繋がる

〇若い社員が活き活き働く「魅力ある企業」を積極的にPRし、若者の地元就職に繋げるべき

〇地域勉強会は、直接支援策の話が聞けて、情報発信の場としても非常に重要。

【支援機関等（市町村・商工会・金融機関等）】

●補助金は、事業計画の作成が必要な場合が多く、事業者がハードルを感じ、諦める事例も

●単独の情報発信だけでは限界があるので、県や他機関と連携して効果を高めたい

中小企業の振興には、充実した中小企業支援策が豊富にあることに加えて、
「情報発信の強化」により多くの中小企業が適切にそれらを活用することが重要
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〇地域勉強会で出た意見をもとに、第３次元気戦略に記載。平成27年度から開始。
〇第４次元気戦略にも記載したが、コロナにより取組が進められていない。
〇地元の中小企業で働くことの魅力を将来世代の若い世代に知ってもらうため、
職場・就業体験を受け入れる企業約117社をポータルサイトで紹介するととも
に、冊子を作成し、10社の企業を掲載（現在も新規掲載企業募集中）。

「中小企業の魅力」
と一言で言っても…

技術？サービス？
働く環境？



〇元気戦略の策定に当たっては、県内各地域において、中小企業や市町村、経済
団体、金融機関・支援機関等と地域勉強会を開催し、意見交換。
〇地域勉強会は、経営者などと直接対話を行い、企業が抱える現場の課題認識を
共有し、施策の検討に活かすとともに、施策の方向性や各種支援策を周知する
機会としても機能。

5次戦略の策定に当たり、
地域勉強会を 46回 開催



【他自治体の情報発信事例】

〇 HPの充実
〇 SNSの有効活用
〇 新たな手法によるブランディング
〇 関係機関との連携
〇 地域勉強会の開催
〇 中小企業の魅力発信の強化

情報発信を強化するために

島根県
島根県立大学生をSNS観
光PR大使に任命し、イン
スタ映えスポットなどを
紹介

茨城県

よしもとと連携し、旬
の芸人が県の魅力を語
る動画作成（再生回数
72万回）

いすみ市

千葉大・武蔵野美術大・跡

見女子大等と連携し地域PR。

注目されたのは、「大原漁

師IKEMEN

カレンダー」

茨城県 よしもと 動画検索


